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書
』
に
描
か
れ
た
女
性
と
仏
教

海

老

澤

早

苗

は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在
と
課
題
―

「
女
性
と
仏
教
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
日
本
人
の
信
心
・
信
仰
の
歴

史
を
考
え
る
た
め
の
新
し
い
視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
一
九
八

〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
注
目
さ
れ
は
じ
め
、
近
年
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
、
仏
教
が
女
性
を
ど
う
扱
っ
て
き
た

か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
様
々
な
時
代
の
女
性
達
が
、

仏
教
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
受
け
入
れ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
女
性

達
の
宗
教
活
動
が
、
日
本
人
の
信
心
・
信
仰
の
歴
史
に
い
か
な
る
影
響

を
あ
た
え
て
い
た
の
か
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
元
亨
釈
書
』
に
女
性
と
仏
教
と
い
う
視
点
を
は
じ
め
て
取

り
入
れ
ら
れ
た
の
は
大
隅
和
雄
氏
で
あ
る
が
、
氏
は
「
数
々
の
説
話
集

や
往
生
伝
な
ど
に
は
、
仏
教
の
教
え
に
帰
依
し
た
女
性
の
説
話
が
少
な

く
な
い
が
、
そ
の
多
く
の
説
話
集
や
往
生
伝
な
ど
の
編
者
の
意
思
に

従
っ
て
読
ん
で
い
く
と
、
そ
こ
に
は
無
知
愚
癡
の
凡
夫
悪
人
の
一
つ
の

例
と
し
て
の
女
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
け
」
で
あ
る
、
と
さ
れ

(

１)

た
上
で
、
「
僧
と
母
の
関
係
の
み
が
極
め
て
密
接
で
あ
る
こ
と
が
、
日

本
の
僧
伝
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
子
の
僧
が
母
親
に
手

厚
い
孝
養
を
つ
く
す
説
話
も
多
く
、
こ
う
し
た
母
と
子
の
関
係
は
、
土

着
の
信
仰
に
お
け
る
女
性
の
あ
り
方
の
反
映
を
思
わ
せ
も
す
る
の
で
あ

る
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
日
本
の
僧
伝
を
広
く
集
成
し

(

２)

た
代
表
的
な
書
は
、
虎
関
師
錬
の
『
元
亨
釈
書
』
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時

代
末
に
成
立
し
た
こ
の
書
が
、
母
親
に
関
す
る
記
述
を
僧
伝
の
中
に
と

り
こ
ん
で
、
日
本
的
な
僧
伝
の
型
を
つ
く
る
上
で
一
時
期
を
画
し
て
い

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
『
元
亨
釈

(

３)

書
』
は
、
右
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
僧
の
母
親
に
つ
い
て
の
説

話
を
数
多
く
拾
い
上
げ
て
い
る
こ
と
で
、
仏
教
史
の
重
要
な
側
面
を
伝

え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
つ
つ
、
同
書
願

(

４)

雑
一
〇
の
三
、
「
尼
女
」
の
伝
記
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
小
稿
で
は
、
こ
れ
ら
大
隅
氏
の
指
摘
に
傾
聴
し
な
が
ら
、

『
元
亨
釈
書
』
に
、
僧
と
そ
の
母
の
関
係
性
、
主
体
的
な
尼
女
の
存
在
、

救
済
さ
れ
る
女
性
達
、
女
性
神
や
巫
女
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
神
祇
と

僧
の
関
係
を
焦
点
に
、
大
隅
氏
の
取
り
上
げ
な
か
っ
た
細
か
な
女
性
と

仏
教
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
事
例
を
抽
出
分
析
し
、
仏
教
の
日
本

化
の
一
側
面
を
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。
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二
一
四

虎
関
師
錬
と
『
元
亨
釈
書
』

虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
五
山
の
禅

僧
で
あ
り
、
諱
は
師
錬
、
字
を
虎
関
と
い
う
。
聖
一
派
東
山
湛
照
の
法

嗣
で
あ
り
、
父
を
藤
原
左
金
吾
校
尉
、
母
を
源
氏
と
し
て
、
弘
安
元
年

（
一
二
七
八
）
京
都
に
生
ま
れ
る
。
同
八
年
八
歳
で
三
聖
寺
の
東
山
湛

照
に
入
門
し
、
同
一
〇
年
比
叡
山
で
登
壇
受
戒
し
た
。
正
応
四
年
（
一

二
九
一
）
師
を
失
っ
て
南
禅
寺
の
規
庵
祖
円
に
参
じ
、
永
仁
元
年
（
一

二
九
三
）
に
は
関
東
に
下
向
し
、
円
覚
寺
の
桃
渓
徳
悟
に
参
じ
た
が
、

や
が
て
帰
京
し
て
、
菅
原
在
輔
や
六
条
有
房
か
ら
儒
学
を
学
ん
だ
。
さ

ら
に
同
三
年
再
び
規
庵
に
参
じ
た
が
、
同
年
秋
鎌
倉
に
下
向
し
、
翌
四

年
四
月
の
北
条
時
宗
一
三
回
忌
に
は
、
円
覚
寺
の
桃
渓
の
も
と
で
請
客

侍
者
を
勤
め
て
い
る
。
同
五
年
秋
、
再
び
帰
京
し
て
建
仁
寺
の
無
隠
円

範
に
参
じ
、
さ
ら
に
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
二
月
、
南
禅
寺
の
規
庵
、

嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
秋
、
東
福
寺
の
蔵
山
順
空
、
つ
い
で
無
為
昭

元
に
参
じ
た
。
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
関
東
に
下
向
し
て
、
円
覚
寺

の
無
為
に
参
ず
る
が
、
そ
の
間
、
建
長
寺
の
一
山
一
寧
の
門
下
に
通
っ

て
、
大
い
に
外
学
を
修
め
て
い
る
。
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
建
長
寺

の
約
翁
徳
倹
に
参
じ
、
翌
二
年
一
二
月
、
後
伏
見
上
皇
の
命
を
受
け
て

河
東
の
歓
喜
光
院
に
住
し
た
。
同
三
年
白
河
の
済
北
庵
に
移
り
、
五
年

に
は
、
伊
勢
に
本
覚
寺
を
開
き
、
以
後
、
こ
の
三
寺
を
往
来
し
て
兼
任

し
な
が
ら
、
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
八
月
、
済
北
庵
で
『
元
亨
釈

書
』
三
〇
巻
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
他
著
作
に
は
、
語
録
『
十
禅
支

録
』
『
続
十
禅
支
録
』
三
巻
、
詩
文
集
『
済
北
集
』
二
〇
巻
、
『
楞
伽

経
』
の
注
釈
『
仏
語
心
論
』
一
八
巻
、
四
六
文
の
作
法
を
説
い
た
『
禅

儀
外
文
集
』
二
巻
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
韻
書
『
聚
分
韻
略
』
五
巻

な
ど
が
あ
る
。

(

５)

『
元
亨
釈
書
』
は
先
述
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
末
期
に
虎
関
師
錬
に

よ
っ
て
著
さ
れ
た
仏
教
史
書
で
あ
り
、
全
部
で
三
〇
巻
。
仏
教
伝
来
か

ら
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
ま
で
の
約
七
百
余
年
間
に
わ
た
る
諸
宗
僧

侶
の
伝
記
や
評
論
、
お
よ
び
仏
教
関
係
の
諸
事
蹟
な
ど
を
漢
文
体
で
記

し
た
日
本
仏
教
の
略
史
で
あ
る
。
『
史
記
』
『
漢
書
』
、
ま
た
は
『
仏
祖

統
記
』
な
ど
の
体
裁
に
な
ら
っ
て
、
全
体
の
構
成
を
伝
・
表
・
志
の
三

部
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
第
一
巻
か
ら
第
一
九
巻
ま
で
が
伝
の

部
で
、
こ
こ
に
は
推
古
朝
の
達
磨
渡
来
説
を
は
じ
め
、
高
僧
・
仏
教
信

者
・
尼
僧
・
神
仙
な
ど
四
百
余
名
の
伝
記
が
、
伝
智
・
慧
解
・
浄
禅
・

感
進
・
忍
行
・
明
戒
・
檀
興
・
方
応
・
力
遊
・
願
雑
の
一
〇
科
に
分
け

て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
分
類
は
、
虎
関
み
ず
か
ら
施
・
戒
・
忍
・

進
・
定
・
慧
・
方
便
・
願
・
力
・
智
の
十
波
羅
蜜
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
『
梁
高
僧
伝
』
や
『
続
高
僧
伝
』

『
宋
高
僧
伝
』
な
ど
の
一
〇
科
の
分
類
法
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
ぎ
の
第
二
〇
巻
か
ら
二
六
巻
ま
で
は
資
治
表
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
欽

明
天
皇
か
ら
順
徳
天
皇
の
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
ま
で
の
皇
室
関
係

の
仏
教
記
事
が
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
七
巻
か
ら

第
三
〇
巻
ま
で
が
志
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
仏
教
の
制
度
、
大
寺
の
歴
史



『
元
亨
釈
書
』
に
描
か
れ
た
女
性
と
仏
教
（
海
老
澤
）

二
一
五

・
仏
教
音
楽
・
仏
教
教
団
に
お
け
る
抗
争
な
ど
を
、
学
修
・
度
受
・
諸

宗
・
会
儀
・
封
職
・
寺
像
・
音
芸
・
拾
異
・
黜
争
・
序
説
の
一
〇
志
に

分
け
て
記
し
、
巻
末
に
略
例
と
智
通
論
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
本
書
の
内
容
は
仏
教
史
だ
け
で
な
く
、
日
本
思
想
史
な
ど
の
分
野
か

ら
も
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(

６)

『
元
亨
釈
書
』
に
描
か
れ
た
女
性
と
仏
教

一
、
僧
の
母
と
そ
の
孝
養

『
元
亨
釈
書
』
に
は
特
に
日
本
僧
の
場
合
、
懐
妊
、
出
生
に
お
い
て

そ
の
母
が
日
光
・
明
星
を
呑
ん
だ
り
、
室
中
に
三
層
の
塔
が
建
つ
夢
を

見
た
り
、
ま
た
仏
・
菩
薩
・
諸
天
の
示
現
に
あ
ず
か
る
場
合
が
多
い

（
表
Ⅰ
参
照
）
。
つ
ま
り
そ
の
こ
と
は
、
該
当
す
る
僧
侶
が
出
生
以
前
か

ら
常
人
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
と
同
時
に
、
母
が
生

ま
れ
た
子
供
の
運
命
に
関
す
る
予
兆
を
、
現
実
の
も
の
と
し
て
実
現
し

表
Ⅰ

僧
の
出
生
と
（
父
）
母
の
奇
瑞

№

僧
名

（
父
）

母

の

奇

瑞

備

考

１

最
澄

百
枝
、
草
蘆
を
結
び
て
香
華
を
響
し
、
子
を
求
め
て
七
日
を
期
す
。
第
四
日
の
暁
に
至
っ
て
霊
夢

を
得
、
其
の
妻
乃
ち
娠
あ
り
。

２

空
海

父
は
田
公
、
母
は
阿
刀
氏
、
梵
僧
懐
に
入
る
と
夢
見
て

身

あ
り
。

は
ら
む
こ
と

３

勤
操

父
母
子
無
く
、
駕
龍
寺
の
玉
像
に
詣
で
て
之
を
祈
る
。
母
、
明
星
懐
に
入
る
を
夢
見
て
則
ち
娠
あ

り
。

４

安
慧

母
明
星
を
呑
む
と
夢
み
て
孕
あ
り
。

５

円
澄

母
夢
む
ら
く
、
屋
上
に
偃
臥
し
、
身
は
日
光
に
映
ず
、
忽
ち
に
腹
に
白
蓮
華
生
ず
と
。
覚
め
て
後

に
孕
あ
り
。

６

宝
敏

母
、
室
中
に
三
層
の
塔
建
つ
と
夢
み
、
覚
め
て
孕
あ
り
。

７

真
済

母
室
中
に
三
級
の
塔
建
つ
と
夢
み
、
囚
つ
て
妊
あ
り
。

８

円
珍

母
は
佐
伯
氏
。
佐
氏
夢
む
ら
く
、
船
に
乗
っ
て
海
に
浮
か
び
仰
ぎ
て
朝
曦
を
見
る
に
其
光
赫
熾
た
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二
一
六

り
、
将
に
手
を
挙
げ
て
之
を
把
ら
ん
と
す
れ
ば
俄
に
飛
ん
で
口
中
に
入
る
と
。
覚
め
て
夫
に
語

る
、
夫
曰
く
「
吉
徴
な
り
、
必
ず
貴
子
を
生
ま
ん
」
と
則
ち
孕
あ
り
。

９

安
然

母
、
明
星
懐
に
入
る
と
夢
み
、
因
っ
て
孕
あ
り
。

良
源

母
は
物
氏
、
海
中
に
坐
し
て
天
上
に
向
ふ
、
日
光
来
た
り
て
懐
中
に
入
る
と
夢
み
、
覚
め
て
孕
あ

10

り
。

勧
修

父
母
は
仏
神
に
祷
っ
て
子
を
求
む
。
母
星
の
光
懐
に
入
る
と
夢
み
、
覚
め
て
孕
あ
り
。

11

源
信

父
母
、
郡
の
高
尾
寺
に
詣
で
て
子
を
求
む
。
母
、
一
僧
あ
り
一
顆
の
玉
を
以
て
之
に
与
ふ
と
夢
見

12

て
即
ち
妊
あ
り
。

源
空

父
母
に
子
な
く
仏
神
に
祈
る
。
母
剃
刀
を
呑
む
と
夢
み
覚
め
て
夫
に
語
る
。
夫
曰
く
「
汝
其
れ
身

13

る
こ
と
あ
ら
ん
か
、
恐
ら
く
は
薙
染
の
人
な
ら
ん
」
と
。
因
っ
て
孕
み
あ
り
。

貞
慶

母
夢
む
ら
く
、
高
僧
宅
に
来
り
、
自
ら
称
し
て
貞
慶
と
曰
ひ
、
言
い
已
っ
て
懐
に
入
る
と
。
母
こ

14

れ
に
よ
り
孕
あ
り
。

高
弁

二
親
各
々
仏
祠
に
詣
で
て
子
を
求
む
。
母
、
人
あ
り
て
柑
子
を
授
く
と
夢
む
。
其
の
妹
適
ゝ
枕
を

妹
の
夢

15

並
べ
て
臥
す
。
覚
め
て
之
を
語
る
に
、
妹
曰
く
「
我
れ
又
夢
む
ら
く
、
人
、
我
に
大
柑
二
顆
を
与

ふ
、
姉
曰
く
『
我
当
に
得
べ
し
』
と
て
便
ち
奪
は
る
」
と
。
妹
夢
見
る
所
徒
な
ら
ず
。
尋
い
で
孕

あ
り
。

蔵
山

初
め
父
夢
む
ら
く
、
沙
門
語
っ
て
曰
く
「
寓
宿
す
る
こ
と
を
得
て
ん
や
否
や
」
と
。
父
之
を
拒

夫
の
夢

16

順
空

む
。
沙
門
懇
に
乞
う
。
名
を
問
え
ば
対
へ
て
曰
く
「
寂
照
」
と
。
覚
め
て
後
何
の
人
と
い
ふ
こ
と

を
委
う
せ
ず
。
是
よ
り
妻
藤
氏
孕
あ
り
。

相
応

母
、
剣
を
呑
む
と
夢
見
て
娠
あ
り
。

17

浄
蔵

母
は
弘
仁
帝
の
孫
女
、
天
人
臥
内
に
入
る
と
夢
み
因
っ
て
娠
あ
り
。

18

増
賀

其
の
夜
母
夢
む
ら
く
、
郷
の
泥
土
の
上
に
宝
床
あ
り
て
天
衣
を
敷
き
、
兒
其
の
上
に
臥
す
。
四
天

子
の
成
長
に
母
の
夢

19
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性
と
仏
教
（
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老
澤
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二
一
七

童
四
隅
に
た
っ
て
合
掌
し
て
曰
く
「
仏
口
所
生
の
子
、
我
等
衛
護
を
加
ふ
。
」
と
覚
め
て
後
益
々

が
関
与
。

珍
育
す
。

証
空

母
は
源
氏
、
諸
兄
皆
産
難
な
り
。
空
を
孕
む
時
母
毒
薬
を
食
っ
て
胎
を
壊
せ
ん
と
欲
す
、
而
れ
ど

20

も
誕
る
る
に
及
ん
で
殆
ど
覚
え
ず
。
出
胎
の
時
右
手
を
握
っ
て
開
か
ず
、
父
母
強
ひ
て
之
を
啓
く

に
一
枚
の
針
あ
り
。

性
信

皇
后
夢
み
た
ま
ふ
ら
し
、
梵
僧
来
た
っ
て
曰
く
「
我
后
の
胎
に
託
宿
せ
ん
」
と
。
而
し
て
後
身
む

21

こ
と
あ
り
。

行
基

胎
を
出
づ
る
に
及
ん
で
納
衣
裏
纒
す
。
母
之
を
忌
ん
で
棄
て
て
枝
に
懸
く
。
宿
を
経
て
往
き
て
見

出
胎
後
の
奇
瑞

22

れ
ば
胞
を
出
で
て
能
く
言
ふ
。
父
母
大
い
に
悦
び
収
め
て
鞠
育
す
。

源
算

母
娠
み
し
時
苦
労
常
に
異
な
り
。
誕
ま
る
る
に
及
ん
で
以
て
不
詳
の
子
と
な
し
、
之
を
路
傍
に
弃

出
胎
後
の
奇
瑞

23

つ
。
牛
馬
践
ま
ず
、
鳥
獣
害
せ
ず
、

聖
徳
太
子

三
日
ま
で
少
傷
無
し
。
隣
人
之
を
怪
し
み
収
め
て
之
を
育
う
。

24

母
后
夢
み
た
ま
ふ
ら
く
、
金
色
の
比
丘
語
っ
て
曰
く
「
我
に
救
世
の
願
有
り
、
願
は
く
は
后
の
胎

に
託
せ
ん
。
」
后
問
ひ
た
ま
ふ
「
誰
ぞ
や
。
」
対
へ
て
曰
く
「
我
は
是
れ
救
世
菩
薩
（
観
世
音
）

な
り
、
家
は
西
方
に
在
り
。
」
后
曰
は
く
「
妾
が
腹
垢
穢
な
り
、
豈
に
聖
居
に
当
た
ら
ん
や
。
」

対
へ
て
曰
く
「
吾
れ
穢
を
厭
わ
ず
、
只
ゝ
拯
済
を
欲
す
。
」
と
言
已
り
躍
つ
て
口
中
に
入
る
と
。

覚
め
て
後
喉
の
裏
、
物
を
呑
む
が
若
く
に
し
て
後
娠
あ
り
。

泰
澄

母
は
伊
野
氏
、
白
玉
懐
に
入
る
と
夢
み
て
孕
あ
り
。

25

善
仲
・
善
算

母
は
源
氏
、
紀
州
ノ

刺
史
懐
位
の
第
八
女
な
り
。
慶
雲
四
年
正
月
一
五
日
夜
、
蓮
華
二
茎
、
空
よ

26

り
飛
ん
で
口
中
に
入
る
と
夢
み
、
覚
め
て
後
胸
中
物
を
呑
む
如
く
に
し
て
娠
あ
り
。
母
夢
を
以
て

の
故
に
懐
胎
の
間
葷
腥
を
甞
め
ず
、
常
に
仏
像
に
対
し
て
危
坐
す
。



『
元
亨
釈
書
』
に
描
か
れ
た
女
性
と
仏
教
（
海
老
澤
）

二
一
八

て
ゆ
く
力
を
持
つ
人
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
Ⅰ
№

の

(

７)

19

増
賀
は
、

母
又
夢
。
一
時
抱
レ

兒
在
レ

懐
。
忽
長
大
成
二

壮
年
比
丘
一

。
手
持
二

経
卷
一

。

と
誕
生
後
も
母
の
夢
に
よ
っ
て
比
叡
山
に
送
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
№
12

の
源
信
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
五
の
三
九
「
源
信
僧
都
母
尼
往
生

語
」
と
題
す
る
説
話
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
僧
と
し

て
名
を
あ
げ
る
が
、
母
と
の
き
め
細
や
か
な
書
状
の
や
り
と
り
を
繰
り

返
し
、
助
言
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
長
は
援
助
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
母
子
一
体
感
の
強
い
僧
伝
が
記
さ
れ
た
の
は
、
当
該
期

の
家
族
・
婚
姻
制
度
に
そ
の
要
因
は
求
め
ら
れ
る
。
亡
妻
の
遺
物
は
、

子
息
が
あ
れ
ば
そ
の
子
が
進
退
す
べ
き
で
、
一
子
も
な
け
れ
ば
妻
の
実

家
へ
返
す
べ
き
で
あ
り
、
夫
が
進
止
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い

た
。
妻
の
財
産
は
子
へ
あ
る
い
は
実
家
へ
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

夫
婦
別
財
が
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
子
息
は
母
の
財

産
を
相
続
し
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
父
の
財
産
も
相
続
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
夫
婦
間
よ
り
も
親
―
子
間
に
相
続
の
原
理
は
強
く
貫
徹
し
て
い

た
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
母
―
子
関
係
の
緊
密
さ
も
認
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
ま
た
死
産
・
難
産
も
多
く
、
産
前
・
産
後
に
「
悩
乱
」

(

８)

し
た
母
親
は
死
に
至
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
当
該
期
、
時
に
神
仏
に
祈

(

９)

り
、
や
っ
と
誕
生
し
た
子
に
対
し
一
途
に
愛
情
を
そ
そ
ぎ
、
母
子
関
係

が
緊
密
な
も
の
と
な
っ
た
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。

さ
て
『
元
亨
釈
書
』
に
は
記
載
が
無
い
が
、
鎌
倉
時
代
の
禅
僧
無
本

覚
心
に
も
そ
の
よ
う
な
誕
生
に
お
け
る
奇
瑞
は
見
出
さ
れ
る
。
『
鷲
峰

開
山
法
灯
円
明
国
師
行
実
年
譜
』
に
は

(

、)

母
氏
。
無
子
。
祈
求
戸
隠
観
音
霊
像
。
一
夕
夢
感
。
大
士
親
手
然
灯
以
授
。

覚
而
有
妊

と
あ
る
。
そ
し
て
同
年
譜
覚
心
六
〇
歳
の
条
に
は

依
神
託
如
信
州
。
覲
省
母
堂
。
遷
帰
由
良
。
旅
程
脱
緇
衣
。
着
素
直
綴
。

扈
従
母
堂
後
。
蓋
中
心
致
孝
。
外
儀
避
嫌
也
。
遂
相
接
詣
熊
野
聖
廟
。
帰

程
就
由
良
修
禅
尼
寺
為
師
姑
。
名
妙
智

と
あ
り
、
つ
ま
り
母
に
孝
養
を
尽
く
す
覚
心
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
『
元
亨
釈
書
』
に
も
親
に
孝
行
を
尽
く
す
僧
侶
の

姿
は
確
認
で
き
る
。
巻
第
四
、
比
叡
山
の
僧
禅
喜
は
性
聡
明
に
し
て
宮

講
に
も
加
え
ら
れ
て
い
た
が
、

性
至
孝
。
其
母
命
終
。
雕
レ

像
置
二

室
傍
一

。
茶
菓
飯
拔
踵

。
先
献
而
後
甞

と
評
価
さ
れ
。
後
に
続
く
賛
に
は

吾
仏
之
設
レ

教
也
。
戒
為
レ

地
矣
。
其
法
本
云
。
孝
名
為
レ

戒
。

(

。)

と
あ
る
。
ま
た
巻
第
九
、
弘
法
大
師
の
姪
智
泉
の
項
に
は

性
至
孝
。
母
死
。
哀
毀
甚
。
乃
祈
二

諸
聖
一

曰
。
願
知
二

母
氏
之
報
一

。
数
歳

後
感
レ

夢
曰
。
汝
母
堕
二

地
獄
一

。
泉
益
悲
泣
。
啓
レ

法
曰
。
所
生
母
在
二

地
獄

一

。
以
二

何
方
便
一

出
二

彼
苦
趣
一

。
法
曰
。
修
二

破
地
獄
法
一

。
必
可
レ

抜
矣
。

泉
曰
。
願
受
焉
。
法
即
授
二

地
蔵
軌
一

。
泉
精
修
無
比
。
一
夕
夢
。
母
荘
厳

美
服
。
告
曰
我
依
二

汝
救
護
一

。
今
生
二

天
上
一

矣
。
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二
一
九

と
あ
り
、
地
獄
か
ら
母
を
救
済
す
る
智
泉
の
姿
が
窺
え
、
続
く
賛
に
は

孟
子
云
、
不
孝
有
レ

三
。
無
レ

後
為
レ

大
。
世
人
之
求
レ

嗣
也
。
皆
是
與
二

其

聞
一

。

(

，)

と
あ
る
。
つ
ま
り
親
の
後
世
を
弔
う
こ
と
の
出
来
る
子
供
は
孝
行
者
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ
く
巻
第
九
、
密
教
を
学
び
法
華

経
を
唱
し
て
い
た
信
誓
の
項
に
は

誓
及
父
母
染
レ

病
。
夢
五
色
鬼
神
駈
遂
而
去
。
一
冥
使
曰
。
誓
持
誦
人
也
。

不
レ

可
二

将
去
一

。
覚
病
老
。
還
見
二

父
母
一

。
膚
体
已
冷
。
誓
悲
泣
誦
レ

経
。

訴
曰
。
三
人
一
病
共
赴
二

死
門

。
我
今
得
レ

蘇
。
父
母
何
亡
。
二
人
長
往
。

我
生
何
為
。
願
憑
二

法
力
一

蘇
二

我
恃
怙
一

。
誦
レ

経
一
日
夜
。
困
夢
之
中
。
法

華
第
六
巻
。
従
レ

空
而
下
。
背
有
レ

文
。
曰
。
孝
子
誦
レ

経
還
二

父
母
命
一

。
覚

見
二

二
屍
一

。
吐
レ

気
蘇
起
。

(

．)

と
あ
り
。
信
誓
の
孝
心
が
父
母
を
蘇
ら
せ
た
記
載
が
あ
る
。
さ
ら
に
巻

第
一
四
、
二
親
に
先
立
た
れ
た
高
野
山
の
祈
親
は
、
こ
れ
よ
り
『
法
華

経
』
を
読
誦
し
、
行
年
六
〇
に
な
る
と
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

二
親
之
間
。
我
只
一
子
。
偏
専
二

愛
憐
一

。
報
生
苦
楽
怙
不
レ

省
。
豈
孝
子
之

情
乎
。

(

・)

と
。
こ
の
場
合
自
ら
を
孝
子
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
長
谷

寺
を
巡
り
高
野
山
に
帰
っ
た
祈
親
は
二
親
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
二

本
の
蓮
華
に
出
会
う
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
巻
第
一
九
、
生
涯
『
法

華
経
』
だ
け
を
読
誦
し
、
い
か
に
し
て
も
そ
の
中
の
二
文
字
が
読
め
な

か
っ
た
醍
醐
寺
僧
慧
増
は
、
そ
の
二
文
字
を
探
し
あ
ぐ
ね
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
死
に
別
れ
た
と
思
っ
て
い
た
父
母
と
出
会
い
、
自
ら

増
前
後
二
世
父
母
四
人
。
慈
孝
和
睦
云
。

(

：)

と
語
っ
た
。

母
親
も
父
親
同
様
、
子
に
対
し
て
は
絶
大
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
鎌

倉
時
代
、
命
懸
け
で
出
産
育
成
し
、
経
済
的
相
続
権
も
与
え
ら
れ
た
子

供
の
、
母
へ
の
孝
養
は
、
父
同
様
、
あ
る
意
味
当
然
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

(

；)

二
、
主
体
的
な
尼
女

大
隅
氏
の
言
及
さ
れ
た
願
雑
一
〇
の
三
「
尼
女
」
以
外
に
も
、
『
元

亨
釈
書
』
に
は
、
具
体
的
な
活
動
は
確
認
で
き
な
い
が
、
主
体
的
意
思

に
よ
っ
て
尼
僧
と
い
う
人
生
を
歩
ん
だ
者
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま

ず
巻
第
七
、
円
爾
弁
円
の
項
に
、
自
ら
女
弟
子
と
称
し
た
尼
僧
の
存
在

を
み
て
み
よ
う
。

夫
人
准
后
（
本
朝
貴
婦
人
賜
二

准
后
号
一

。
蓋
位
比
二

皇
后
之
佳
称
一

也
）
亦

聞
二

法
要
一

自
称
二

女
弟
子
一

。
寛
元
二
年
秋
。
還
二

長
楽
忸
故
里
一

。
覲
二

省

本
師
及
母
氏
一

、
大
相
国
差
二

備
中
刺
史
行
範
一

為
二

宿
衛
一

。
夫
人
脱
二

羅
綺

珍
服
一

充
二

母
之
侖
一

。
至
二

長
楽
一

礼
二

本
師
栄
朝
一

。
朝
拒
而
不
レ

受
。
曰
。

公
已
伝
二

竜
淵
正
派
一

。
我
豈
堪
レ

拝
哉
。
只
喜
長
寿
再
得
二

相
見
一

。

(

？)

特
権
階
級
の
夫
人
が
想
像
さ
れ
る
が
、
長
楽
寺
栄
朝
と
対
等
に
語
り

合
う
尼
僧
の
心
は
、
同
項
に
あ
る

一
切
有
情
纔
帰
二

真
覚
一

也
。
無
二

大
小
一

也
無
二

真
仮
一

。
況
男
女
哉
。

(

！)
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二
二
〇

な
る
境
涯
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
ぎ
に
巻
第
一
一
、
大
原
山
良
忍
の
項
に
は
、
良
忍
の
来
迎
院
を
尋

ね
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
女
性
が

我
是
婦
人
。
楠
入
二

精
藍
一

。
悪
少
之
者
恐
貽
二

疑
謗
一

。
不
レ

利
二

吾
師
一

。
我

雖
二

慕
レ

道
切
一

不
二

亦
来
一

矣
。

と
語
っ
た
と
こ
ろ
、
良
忍
が

姉
之
先
思
又
無
レ

妨
。
只
願
固
二

志
於
此
一

。
不
二

亦
美
一

乎
。

(

゛)

と
答
え
た
事
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
言
に
は
所
謂
仏
教

的
女
性
差
別
的
意
思
で
は
な
く
、
女
性
の
主
体
的
信
心
の
あ
り
よ
う
を

窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
宋
国
の
比
丘
尼
の
様
子
も
巻
第
一
三
の
泉

涌
寺
俊
覽
の
項
に
確
認
出
来
る
。

覽
将
来
十
八
羅
漢
像
者
。
開
化
寺
比
丘
尼
正
大
師
之
所
レ

施
也
。
正
語
曰
。

見
二

師
之
相
貌
一

。
宛
似
二

第
十
七
慶
友
尊
者
一

。
恐
公
非
レ

凡
。
故
侖
二

此
図
一

。

願
帰
二

本
土
一

令
二
レ

人
瞻
一

焉
。

(

゜)

比
丘
尼
大
師
の
こ
の
言
葉
は
、
俊
覽
に
対
す
る
指
導
的
助
言
で
あ
り
、

そ
こ
に
自
ら
を
卑
下
す
る
女
性
の
横
顔
は
窺
え
な
い
。
そ
し
て
同
巻
一

三
の
西
大
寺
叡
尊
も
法
華
寺
に
お
い
て
多
く
の
女
性
達
に
戒
を
授
け
て

い
る
。
さ
ら
に
巻
第
一
四
の
光
勝
の
項
に
は
和
州
別
駕
伴
典
職
の
妻
が

年
老
い
て
尼
と
な
り
、
光
勝
（
空
也
）
に
仕
え
る
様
子
が
窺
え
る
。
こ

の
よ
う
な
女
性
達
の
主
体
的
な
宗
教
活
動
は
、
日
本
に
関
し
て
言
え
ば
、

鎌
倉
時
代
の
確
立
し
た
女
性
の
財
産
権
を
背
景
と
し
て
為
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

(

´)

三
、
救
済
さ
れ
る
女
性

『
元
亨
釈
書
』
の
中
に
は
、
仏
教
僧
の
祈
祷
に
よ
り
蘇
生
し
た
り
、

病
を
治
癒
さ
れ
る
女
性
達
の
姿
。
そ
し
て
、
仏
・
菩
薩
へ
の
信
仰
に
よ

り
貧
困
や
身
体
的
障
害
か
ら
救
済
さ
れ
る
女
性
の
姿
も
多
く
み
ら
れ
る
。

巻
第
九
、
三
井
寺
覚
助
の
項
に
は
一
度
死
し
た
妻
が
覚
助
の
祈
祷
に
よ

り
蘇
生
し
た
話
が
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

釈
覚
助
。
右
僕
射
道
隆
之
孫
。
為
二

園
城
心
誉
弟
子
一

。
門
下
侍
郎
経
長
妻

有
レ

病
。
延
二

諸
沙
門
一

修
二

五
壇
法
一

。
助
預
焉
。
中
夜
妻
死
。
諸
沙
門
皆
壇

而
去
。
助
独
不
レ

去
。
精
祈
益
堅
。
至
二

次
日
日
入
時
一

。
其
妻
蘇
。
左
丞
相

頼
通
聞
レ

之
。
奏
加
二

僧
官
一

。
蓋
其
妻
者
左
相
之
女
也
。

(

｀)

ま
た
病
気
治
癒
の
話
は
、
巻
第
一
〇
の
無
動
寺
相
応
の
項
に
み
ら
れ

天
安
二
年
。
藤
妃
（
良
相
女
。
）
嬰
二

狂
病
一

。
万
方
不
レ

愈
。
藤
公
延
レ

応
。

応
曰
。
一
紀
末
レ

満
。
恐
違
二

祖
規
一

。
覚
召
レ

応
曰
。
八
福
田
中
。
看
病
第

一
。
諸
朋
友
内
外
護
無
双
。
況
閤
下
度
レ

汝
。
替
二

我
身
一

也
。
若
不
レ

赴
。

失
二

素
志
一

。
又
似
レ

背
レ

恩
。
汝
其
往
諸
。
不
レ

可
レ

拘
レ

禁
。
応
入
レ

宮
。
妃

隔
レ

屏
而
臥
。
応
持
レ

呪
。
不
レ

久
神
擲
二

妃
於
屏
外
一

。
飛
而
至
二

応
前
一

。
挙

レ

声
崔
呼
。
応
曰
。
可
レ

還
二

本
所
一

。
妃
騰
飛
入
二

帳
中
一

。
頃
刻
霊
託
レ

妃
陳

謝
。
狂
疾
速
息
。
藤
公
以
為
二

所
レ

託
過
一
レ

望
也
。（
中
略
）
此
年
藤
妃
又
病
。

藤
公
又
召
レ

応
。
応
加
之
。
便
愈
。

(

¨)

藤
原
良
相
の
女
が
狂
病
を
患
い
、
い
か
な
る
治
療
も
及
ば
ず
に
い
た
時
、

依
頼
に
応
じ
て
相
応
が
宮
中
に
赴
き
、
呪
力
を
も
っ
て
取
り
憑
い
た
霊

を
祓
い
、
そ
の
病
を
治
し
た
事
例
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
一
度
だ
け
で
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二
二
一

は
な
い
。
巻
第
一
四
の
相
応
寺
一
演
の
項
に
は
、

皇
太
后
不
豫
。
延
レ

演
持
念
。
病
即
愈
。
貞
観
七
年
。
大
師
藤
良
房
寝
レ

疾
。

百
方
不
レ

効
。
屈
レ

演
加
之
。
所
レ

患
立
差
。

(

＾)

と
、
藤
原
良
房
と
共
に
皇
太
后
の
病
を
、
持
念
を
も
っ
て
癒
す
釈
一
演

の
姿
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
巻
第
一
一
の
叡
実
法
師
の
事
例
に
は

肥
州
刺
史
謗
レ

実
掠
二

家
財
一

。
実
不
レ

拒
。
後
日
妻
有
レ

病
而
狂
。
医
巫
不
レ

効
。
家
人
曰
。
実
師
誦
経
必
有
二

威
応
一

。
願
屈
レ

之
。
守
嗔
曰
。
彼
比
丘
破

戒
在
家
。
豈
得
ニ

感
験
一

乎
。
左
右
荐
乞
。
守
曰
。
汝
等
自
呼
。
我
不
レ

敢
也
。

家
人
来
請
。
実
曰
。
我
不
レ

知
二

仏
法
一

。
何
延
レ

我
邪
。
家
人
志
堅
。
実
不
レ

得
レ

已
而
来
。
病
婦
隔
レ

屏
而
臥
。
実
誦
二

法
華
一

未
レ

終
二

一
軸
一

。
神
人
投
二

婦
於
屏
外
実
前
一

。
鞭
撻
数
十
。
見
者
寒
心
。
神
人
隠
去
。
婦
起
坐
。
身
心

軽
安
。
刺
史
頂
礼
悔
謝
。
返
二

所
レ

奪
財
一

。
実
不
レ

受
。
実
有
二

慈
行
。

(

￣)

と
、
叡
実
法
師
の
家
財
を
奪
っ
た
肥
州
の
刺
史
の
妻
が
狂
病
に
罹
り
、

医
師
や
神
が
か
る
祈
祷
師
の
対
処
の
効
果
も
虚
し
か
っ
た
た
め
、
叡
実

が
法
華
経
を
読
誦
し
、
そ
の
妻
の
病
を
治
癒
し
、
刺
史
が
心
を
悔
い
改

め
る
と
い
う
様
子
が
窺
え
る
。

そ
し
て
病
気
を
治
癒
し
た
り
亡
者
を
蘇
生
さ
せ
る
話
頭
は
、
巻
第
一

二
、
園
城
寺
の
行
尊
の
項
に
み
ら
れ
る
。

麗
景
殿
妃
。
長
暦
帝
之
嬖
。
尊
之
養
母
也
。
染
二

邪
疾
一

。
尊
呪
二

柑
一
顆
一

献
之
。
妃
嘗
之
。
病
立
愈
。
櫃
口
斎
宮
公
主
。
延
久
帝
之
女
。
受
二

妖
病
一

。

諦
レ

尊
加
之
。
尊
装
二

少
女
一

令
レ

移
レ

魅
焉
。
公
主
即
痊
。
（
中
略
）
野
州
刺

史
平
師
季
妻
邪
疾
。
不
レ

愈
経
レ

年
。
乞
二

憐
於
尊
。
尊
送
袈
裟
曰
。
病
時
覆

レ

体
。
如
レ

教
病
愈
。（
中
略
）
初
至
二

越
海
之
浜
一

宿
二

一
家
一

。
家
女
有
レ

病
。

適
亡
。
父
母
就
レ

尊
乞
レ

命
。
尊
坐
二

屍
側
一

護
身
。
亡
女
忽
蘇
。
父
母
大
悦
。

睹
レ

尊
以
二

其
地
一

。
越
之
厨
浦
是
也
。

(

＿)

養
母
が
邪
疾
に
罹
る
と
、
尊
は
柑
を
呪
し
彼
女
に
献
じ
、
そ
れ
を
な
め

た
養
母
の
病
は
忽
ち
治
癒
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
三
条

帝
の
女
が
妖
病
を
患
う
と
、
加
持
に
よ
り
女
に
取
り
憑
い
た
妖
怪
を
着

飾
っ
た
少
女
に
移
さ
せ
、
即
座
に
回
復
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
野
州
の

刺
史
平
師
季
の
妻
が
邪
疾
に
罹
っ
た
ま
ま
年
月
を
過
ご
し
て
い
る
と
、

尊
は
袈
裟
を
送
り
、
そ
れ
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
事
で
病
を
癒
し
、
ま
た
、

あ
る
時
一
宿
を
願
っ
た
家
の
、
持
病
の
女
が
亡
じ
た
際
、
そ
の
父
母
に

請
わ
れ
て
女
を
蘇
生
さ
せ
て
い
る
。

死
後
受
戒
に
よ
っ
て
病
に
亡
じ
た
女
を
蘇
生
さ
せ
る
事
例
は
巻
第
一

三
、
泉
涌
寺
俊
覽
の
項
に
確
認
で
き
る
。

初
肥
州
官
吏
秦
氏
有
レ

女
。
年
十
九
。
臥
レ

病
弥
留
。
医
巫
拱
レ

手
。
殆
二

属

纊
一

。
輿
至
二

寺
辺
一

。
蓋
秦
氏
与
レ

覽
有
二

檀
契
一

。
女
若
不
レ

起
託
二

拯
済
一

也
。

已
而
溘
然
。
父
婿
悲
慟
而
失
レ

度
。
母
氏
泣
啓
曰
。
我
女
平
居
常
志
二

剃
落
一

。

而
父
婿
及
妾
不
レ

聴
。
不
幸
早
夭
。
（
中
略
）
覽
愍
而
剃
髪
而
授
レ

戒
。
母
又

哽
噎
重
啓
曰
。
既
遂
二

夙
志
一

。
恨
女
之
不
レ

知
也
。
豈
無
三

法
力
之
得
二

片
時

蘇
息
一

乎
。
願
師
加
二

慈
験
一

。
令
下
二

我
女
一

知
中

本
志
上

焉
。
覽
憐
焉
。
即
課
二

密
法
一

。
及
二

後
夜
一

女
身
暖
回
。
到
二

明
相
一

吐
レ

気
眼
開
。
禺
中
時
。
言
語

如
レ

常
。
父
母
歓
甚
。

(

ヽ)

肥
州
の
官
史
秦
氏
の
女
が
長
患
い
を
し
、
迫
り
来
る
死
期
に
父
母
等
が
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二
二
二

悲
嘆
に
く
れ
、
遂
に
若
く
し
て
そ
の
時
を
迎
え
る
と
、
生
前
よ
り
剃
落

を
望
ん
で
い
た
女
の
願
い
を
俊
覽
は
叶
え
戒
を
授
け
る
。
そ
し
て
母
の

願
い
に
応
じ
て
女
の
た
め
に
密
教
の
修
法
を
行
ず
る
と
女
は
蘇
生
す
る

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
即
身
成
仏
を
可
能
と
し
た
事
例
は
巻
第
一
二
、
安
部
山
慶
円

の
話
に
み
る
こ
と
が
で
き
、

円
屏
二

居
室
生
山
一

一
千
日
。
還
過
二

河
橋
一

。
忽
貴
婦
人
至
。
儀
服
甚
哇
。

而
不
レ

露
レ

面
。
啓
曰
。
願
授
二

即
身
成
仏
印
明
一

。
円
曰
。
姉
誰
人
乎
。
授

受
之
間
必
称
二

名
字
一

。
我
思
レ

聞
之
。
女
即
称
曰
。
善
女
竜
也
。
円
付
二

印

明
一

。
女
曰
。
過
去
七
仏
伝
受
皆
然
。
亦
無
二

違
錯
一

。
円
曰
。
我
欲
レ

見
二

女

顔
一

。
答
曰
。
我
形
可
レ

畏
。
人
不
レ

可
レ

見
。
而
尊
旨
難
レ

忤
豈
可
レ

已
哉
。

便
騰
二

空
中
一

。
出
二

右
手
小
指
一

。
其
爪
長
丈
余
。
放
二

五
色
光
一

。
見
忽
隠

没
。

(

ヾ)

と
、
や
っ
て
来
た
貴
婦
人
姿
に
身
を
隠
し
た
善
女
竜
が
、
即
身
成
仏
の

印
明
を
授
か
る
こ
と
を
慶
円
に
願
い
、
そ
の
願
い
が
叶
う
と
、
五
色
光

を
放
ち
成
仏
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
巻
第
九
、
延
暦
寺
源
心
の
項
に
は

婦
人
増
奔
。
相
近
又
泣
。
心
問
。
何
為
泣
。
対
曰
、
我
羅
刹
女
也
。
鬼
長

差
レ

我
。
毎
日
債
レ

人
。
捉
来
為
レ

眈
。
若
其
不
レ

得
。
乃
欲
レ

食
レ

我
。
今
日

不
レ

得
。
我
当
レ

失
レ

命
。
願
師
法
力
。
薦
二

我
冥
福
一

。
（
中
略
）
日
已
暮
。

女
入
二

法
性
寺
後
山
中
一

。
路
甚
肪
。
女
顧
語
曰
。
師
居
レ

此
。
莫
レ

近
焉
。

恐
暴
鬼
或
擬
。
師
亦
恬
寂
無
レ

音
。
心
屏
息
而
聴
。
不
レ

遠
而
女
扣
レ

戸
。
一

鬼
可
レ

畏
声
応
レ

門
。
便
開
レ

扉
。
赤
光
迸
出
。
心
望
之
。
衆
鬼
羅
列
責
二

女

無
一
レ

獲
。
便
抜
二

手
足
一

分
啖
。
心
身
毛
皆
竪
。
且
甚
悲
。
帰
レ

坊
。
次
日
講

二

法
華
一
座
一

。
其
夜
夢
。
郷
女
離
レ

地
三
尺
許
。
空
中
而
立
。
装
服
甚
麗
。

面
有
二

喜
気
一

。
語
曰
。
因
二

師
講
経
力
一

。
脱
二

鬼
趣
一

生
二

天
上
一

。
故
来
謝

耳
。

(

ゝ)

と
、
獲
物
と
し
て
の
人
間
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
ら
鬼
長
に
食
さ

れ
た
羅
刹
女
を
法
華
経
を
講
ず
る
事
に
よ
っ
て
救
済
す
る
釈
源
心
の
姿

が
確
認
で
き
、
巻
第
二
九
、
拾
異
志
八
、
諾
楽
京
女
の
項
に
は

諾
楽
古
京
殖
槻
寺
側
有
二

寡
女
一

。
父
母
昔
日
鋳
二

観
音
銅
像
一

。
高
二
尺
五

寸
。
造
レ

殿
安
レ

之
。
父
母
死
後
。
女
貧
甚
。
常
対
レ

像
訴
二

飢
寒
一

。
隣
有
二

鰥
夫
一

。
潜
通
。
一
日
夫
来
。
雨
下
不
レ

帰
。
其
晩
女
無
レ

供
。
明
旦
又
不
レ

爨
。
乃
入
レ

殿
泣
訴
。
過
レ

牛
叩
レ

門
。
啓
レ

戸
。
里
人
送
レ

饌
。
言
而
曰
。
聞

レ

有
レ

客
。
故
贈
二

草
具
一

耳
。
女
不
レ

勝
レ

喜
。
脱
レ

裙
与
二

使
者
一

。
次
日
。
女

入
レ

殿
礼
二

拝
像
一

。
裾
子
挂
二

像
肩
上
一

。

(

ゞ)

と
、
父
母
を
亡
く
し
て
貧
困
に
窮
し
て
い
た
女
が
、
観
音
信
仰
に
よ
っ

て
救
済
さ
れ
る
説
話
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
安
寺
側
女
の
項
に
は
、

大
安
寺
側
有
二

貧
女
一

。
常
詣
レ

殿
求
レ

福
。
累
日
祈
之
。
一
日
詣
レ

寺
。
門
橋

有
二

銭
四
緡
一

。
簡
書
曰
。
大
安
寺
修
多
羅
銭
。
女
入
レ

寺
告
之
。
知
事
開
レ

庫
。
果
失
二

四
千
一

。
取
之
納
レ

庫
。
明
日
。
女
赴
レ

寺
。
庭
上
有
二

緡
銭
一

。

簡
如
レ

先
。
女
又
送
レ

寺
。
又
明
日
。
女
家
蓄
内
又
有
二

四
緡
一

。
簡
曰
。
大

安
寺
成
実
論
宗
分
銭
。
女
又
送
レ

寺
。
寺
僧
恠
間
。
女
曰
。
我
比
来
詣
二

大

殿
一

祈
レ

福
。
衆
僧
聞
レ

之
。
知
二

仏
慈
済
一

。
返
与
二

於
女
一

。
女
得
レ

之
漸
為
二
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二
二
三

富
人
一

。

(

〃)

と
、
貧
女
が
日
頃
か
ら
の
一
途
な
仏
へ
の
信
仰
心
に
よ
り
、
富
人
と
な

る
内
容
が
、
そ
し
て
蓼
原
村
盲
女
の
項
に
は
、

諾
楽
京
蓼
原
村
有
二

盲
女
一

。
生
二

一
女
子
一

。
家
甚
貧
。
里
中
有
二

薬
師
仏
像

一

。
母
子
二
人
。
向
レ

像
敬
拝
。
祈
レ

開
レ

目
。
一
時
像
臆
如
二

桃
脂
一

者
忽
然

湧
出
。
女
子
怪
告
レ

母
。
母
曰
。
取
来
。
子
取
与
レ

母
。
母
食
レ

之
。
甚
甜
。

伝
二

両
眼
一

即
開
。

(

仝)

と
、
貧
窮
の
な
か
一
子
を
抱
え
た
盲
女
が
、
母
子
共
に
薬
師
仏
へ
の
信

仰
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
視
力
を
戻
す
事
例
が
確
認
で
き
る
。

弱
々
し
い
こ
れ
ら
救
済
を
待
つ
女
性
達
は
大
隅
氏
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
「
無
知
愚
癡
」
の
凡
夫
に
匹
敵
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
説
話
は
同
じ
よ
う
な
苦
し
み
を
も
つ
当
該
期
の
人
々
の
信
心
を
集

め
、
仏
教
が
日
本
に
定
着
す
る
一
契
機
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

四
、
神
祇
と
僧

最
後
に
、
女
性
神
や
巫
女
の
存
在
と
仏
教
（
僧
）
の
関
係
性
に
つ
い

て
み
て
み
た
い
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
女
神
や
巫
女
が
僧
の
未
来

を
予
測
し
、
然
る
べ
き
方
向
性
を
示
す
事
例
で
あ
る
。
巻
第
五
、
伝
法

院
覺
鑁
の
項
で
は
、

一
夕
夢
。
貴
婦
人
抱
レ

鑁
居
二

膝
上
一

。
摩
頂
曰
。
汝
雖
二

大
法
器
一

恨
非
二

我

寺
宝
一

。
汝
於
二

他
山
一

必
恢
二

密
教
一

。
而
我
又
可
レ

擁
二

護
汝
一

。
我
是
春
日

明
神
也
。

(

々)

と
今
後
覺
鑁
を
擁
護
す
る
こ
と
を
春
日
明
神
が
約
束
し
て
い
る
。
そ
し

て

先
詣
二

稲
荷
神
祠
一

。
持
二

念
加
護
一

。
忽
一
女
託
曰
。
明
神
伝
二

語
上
人
一

。

莫
二

遠
行
一

。
只
早
帰
二

紀
州
一

。
吉
野
河
側
必
得
二

所
求
一

。
果
於
二

吉
野
一

得
二

石
手
荘
契
券
一

(

〆)

と
、
稲
荷
神
に
加
護
を
念
じ
た
と
ろ
石
手
荘
の
契
券
を
得
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
そ
の
女
神
や
巫
女
の
指
示
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
僧
は

良
い
意
味
で
の
生
き
る
方
向
性
に
預
か
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
巻
第
七
、

慧
日
山
弁
円
の
項
に
は

共
発
者
三
舶
。
二
船
已
没
。
爾
所
レ

乗
入
忽
有
二

一
女
人
一

。
怪
之
爾
問
曰
。

宋
船
元
無
二

婦
人
一

。
自
レ

何
来
。
女
曰
。
我
是
八
幡
大
菩
薩
也
。
擁
二

護
師
一

耳
。

(

〇)

と
、
円
爾
弁
円
の
乗
っ
た
船
を
守
護
す
る
八
幡
大
菩
薩
の
事
例
も
確
認

で
き
る
。
い
ず
れ
も
女
神
が
僧
を
守
護
す
る
事
例
で
あ
る
が
。
以
下
逆

の
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
巻
第
一
八
、
丹
生
明
神
の
項
で
は
、
空
海
が

丹
生
明
神
の
意
見
を
く
み
取
り
救
済
す
る
事
例
が
記
さ
れ
る
。

時
婦
人
出
来
曰
。
妾
者
山
神
也
。
夙
負
二

殺
罪
一

。
苦
レ

処
二

幽
陰
一

。
思
レ

帰
二

真
乗
一

。
未
レ

逢
二

其
人
一

。
今
師
到
レ

此
。
妾
之
幸
也
。
此
山
方
数
百
里
。
願

施
レ

師
懺
レ

罪
。
乃
導
レ

海
。
至
二

山
中
平
坦
所
一

曰
。
是
福
地
也
。
営
二

構
於

此
（
中
略
）
是
知
二

神
女
之
言
不
一
レ

虚
也
。
便
奏
建
二

金
剛
峯
寺
一

。
安
二

宝

塔
一

。
高
一
十
六
丈
。
為
二

密
乗
興
繁
之
勝
場
一

神
女
者
。
丹
生
明
神
也
。

(

ー)



『
元
亨
釈
書
』
に
描
か
れ
た
女
性
と
仏
教
（
海
老
澤
）

二
二
四

す
な
わ
ち
、
風
乱
れ
た
こ
の
山
稜
に
、
空
海
が
寺
院
を
建
立
し
治
め
て

欲
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
巻
第
九
、
叡
山
法
勢
の
項
に
は
、

あ
る
家
婦
に
取
り
付
い
た
比
良
明
神
を
観
音
経
で
鎮
め
る
説
話
が
あ
る
。

過
二

近
州
比
良
山
下
和
邇
村
一

。
宿
二

民
家
一

。
家
婦
俄
病
。
狂
言
曰
。
師
読
二

観
音
普
門
品
一

。
我
欲
レ

聴
之
。
勢
素
持
二

普
門
品
一

。
然
思
二

狂
病
之
言
不
一
レ

足
レ

聞
。
便
曰
。
我
無
二

経
本
一

。
故
不
レ

能
也
。
婦
人
曰
。
師
臂
袋
見
経
在

焉
。
勢
不
レ

得
レ

已
出
レ

経
読
之
。
婦
人
合
掌
曰
。
我
比
良
明
神
也
。

(

―)

こ
れ
ら
説
話
に
、
神
に
守
護
を
期
待
し
、
ま
た
時
に
神
を
守
護
し
、
仏

教
が
神
祇
と
複
合
的
に
混
ざ
り
合
い
、
日
本
に
仏
教
が
定
着
し
て
ゆ
く
、

そ
の
媒
介
と
な
っ
た
の
が
女
神
や
巫
女
的
存
在
の
女
性
達
だ
っ
た
こ
と

が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
曹
洞
宗
の
地
方
展
開
に
お
い
て
神
人
化
度
の
説

話
が
重
要
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
周
知
の
こ
と
で
あ

る
が
、
『
元
亨
釈
書
』
に
描
か
れ
た
こ
の
よ
う
な
在
地
の
神
と
僧
の
接

触
に
も
、
仏
教
の
巧
み
な
教
線
拡
張
の
意
図
が
窺
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

大
隅
和
雄
氏
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
女
性
と
仏
教
と
い
う
視
点
で

『
元
亨
釈
書
』
を
眺
め
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
女
性
達
の
姿
に
、
仏
教
の

日
本
化
の
一
側
面
を
探
求
し
て
き
た
。

中
世
に
お
け
る
日
本
の
仏
教
展
開
に
お
い
て
、
僧
に
対
す
る
母
の
影

響
力
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
死
産
・
難
産
も
多
か
っ
た
出
生
を
経

て
、
所
謂
高
僧
伝
に
名
を
残
す
よ
う
な
僧
に
子
供
が
成
長
す
る
に
は
、

現
代
で
は
想
像
を
絶
す
る
親
の
苦
難
が
あ
っ
た
。
し
か
し
女
性
達
は
例

え
ば
夫
と
共
に
そ
れ
を
実
現
し
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
展
開
に
大
き
な

足
跡
を
残
さ
せ
、
ま
た
子
供
は
、
そ
れ
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
孝
養
を

意
識
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
母

子
一
体
感
と
、
強
力
な
親
権
の
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
中
世
主
体
的
に

仏
教
と
関
わ
り
、
宗
教
者
と
し
て
生
き
た
尼
僧
や
そ
れ
以
外
の
女
性
達

は
、
当
該
期
の
確
立
し
た
財
産
権
を
基
盤
に
そ
の
外
護
者
と
も
な
り
え

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
微
力
な
が
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
に
お
け

る
仏
教
展
開
が
促
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
し
か
る
べ
き
財
産

も
持
た
ず
に
、
ひ
た
す
ら
に
仏
を
信
じ
現
世
で
の
苦
を
脱
し
よ
う
と

願
っ
た
女
性
達
も
、
そ
の
姿
を
説
話
に
留
め
る
こ
と
で
、
後
世
の
同
じ

よ
う
な
境
涯
の
人
々
を
仏
教
に
引
き
寄
せ
、
信
心
を
集
め
る
役
割
を
果

た
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
在
地
の
女
神
や
巫
女
の
存
在

を
眺
め
て
み
る
と
、
守
護
し
守
護
さ
れ
る
神
祇
と
仏
教
の
関
係
性
が
浮

か
び
上
が
り
、
仏
教
と
神
道
の
宗
教
複
合
の
様
子
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
多
様
な
女
性
達
の
姿
か
ら
、
時
代
と
共
に
様
々
に
変
化
す
る
日

本
の
風
土
や
慣
習
を
組
み
入
れ
、
組
み
入
れ
ら
れ
な
が
ら
、
日
本
化
さ

れ
、
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
仏
教
が
、
日
本
仏
教
の

一
側
面
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註
（
１
）
「
仏
教
と
女
性
―
『
元
亨
釈
書
』
の
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女
伝
に
つ
い
て
―
」
（
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歴
史
評
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仏
教
（
海
老
澤
）

二
二
五

論
』
三
九
五
、
一
九
八
三
）
三
頁
。

（
２
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３
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